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Macaca fuscata (Blyth)

本館のモン吉午｡今年11才｡サ)しとしては働き盛りであるが､現在ヤモノ暮し｡右恨じ
'l)のコブに猿生(?)の無常を秘めた味のある顔でぬる｡とにかく半生を生きてきたという

ことが彼の現在の顔を創ったのだ｡サ)し年去るに､当り被も何をか想っていることだろう｡
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仁科三湖には名辞のカモ類が渡ってくる｡その代表的なものがガマカモとカルカ壬で参る｡彼等は夕方から執こかけて活動し､日中は人里か

ら離れた満の安全な場所で眠っており､危険を感じない限り飛び立たない｡ (写真は青木湖に浮ぶマガモの藷｡円内は湖上を飛ぶカルカモ)

カモを探る
水禽会と仁科三湖から

10月の声を聞くと仁科三湖にはカモ

類の訪れが見られ,I.oマガ一三､カル

ガモ､コガモ､トモエガモ､オシド

リ(以上湛カモ)ホシ-ジロ､キン

グロ-ジロ､スズガモ､ホポジロガ

モ(以上海カモ)など-こある｡多い

カルカモのたまごとひな　　時には三湖で鰹数700羽も数えるこ

とができ､ ≡湖中最も諭寂な青木湖に多い｡青木湖は絶対的にマガ

モによって占ら礼､木崎湖に_+-.;いてはかしカモの数がマガモの数を

しの:､､のか普通である｡

カモ類は二三-れそれ李釦的な消長を,TtL､カルガモ､マガモは冬期に

いちじ,なしい群荻を作り､トモエガモ､ヨシガモは稀である｡オン

ド用i･=-l'1地力が坤lの畔､樹林柚二葉が見られるが仁科三冊Cは治

んど見られな一､､｡キングロ-ジロ､ボンノ､ジロは旅烏であり､ホポ

ジロカモ､マスガ壬もやはり稀である｡全般に冬期に最大の辞を示

し､夏期二は減少する｡睦-If･r_-､組ま7!く面で餌をあさり､ ●夜輔に田畑

へ出がナ日朝カのiT.子など貴べ,こ.｡駅軸ま視野の貴い水上を安息の

場と†__て､波にまかせてし､,二,｡ ･謹J.･妬ましない｡雁ガモ類は'こえず(

湖の一宮i･をぎナ)清輝二寄り､大熊,!'･lな潜水を行ない､ 7穴底の据白

物を主了主としで､､る､棒がt-は主とLtl相室の,】く風こ多く､海ガモ

は講習や､霊に久､硝敦をもつ｡文更に割宮上おもしちいことは陸

井でのまい●こちは､ダウア､ゲワアと鳴き-リコブタ一式であり､

海ガtt･は了嫌勘こて清光が真一､ ､ことであ,も｡

一例にjJ ,し-lJモの'王滝を語べてみよiら全国各地の水辺の立県にす

む一般的な-)子亡である｡夏季は碓雅で言古し､冬季には一対づつが

集まって大器衆をなしている｡水辺の草原に植物を材料として巣を

つくり､ 4月～7月頃に10-12ケの卵をうむ｡ 〔ノ＼なは26日位でふ化

し､庇後田んぼにおよぎ出し､農夫にとらえられることがある｡こ

ゝて昔から伝わる赤大猟を紹介しよう｡この方法は､赤犬に池の堤

を歩かせ､飼主は物かげにかくれ､合図やえざC､犬を左右-に"勅､

せたり､池の縁まで近っげ."こりする｡すると池のマガモやコガそば

この犬に向かって近っき､犬の行動にあやつられて､カモが思うよ

引こ行動する｡こゝで犬を手まねぎで呼びよせ､ 'Jカ匠がタカを放

つか､あ,3いは猟銃て打つ晶ナである｡この場合犬飼は最も目立た

ぬ服装で､犬にも人間の臭をなくす位の注意が必要だそうである｡

〔仁科三朝の和子類の生態については信州大学講師羽田健三氏の研

究(昭和27年5月報告)によるものである〕

ふ化して間もないカルカモのひな｡体の下直の各羽には淡褐色の巾

の広い羽縁がちり､全体として暗褐色に淡花色の縦のまだらがある
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彼らの中のボスは何といってもオオ-クチョウ｡カモの世界にも､えさを･_'iベ:･yTifや､ jjモ同志のつゝき合いにそ

れぞれの優劣の順位を示す｡尾の近くにある尾脂腺より分泌され,I.帽を､口の先につけ羽をみがく時に､写真のよ

うに水面こきれいな波紋を描くのか時々見られる｡羽の水ざれをよくする●こめてあ,T ｡彼らは非常に空相し､が酸い

静かにねむっている時でも､空飛ぶ彼らの敵､タカ緻こ注目し､騒ぎ山す｡又水辺に;?,).む,T､のもての一例である｡

護熊　期轍　　　　　　　÷脚対馬
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暖かい光をあびて羽の中に首を入れ木上がねむ-ていろカルカモ｡

彼らの71く上での生活時間はほゞ三時間である｡ねむ,5時でも水上で

ねむるもの､陸上でねむるもの､陸上でも片足で立ってねむる､岩

の上にすわってねむるなど,臥､思いの形で証,,っで.,.,な｡寸均堰郡民

時間は五一七時間位で､早朝と夕刻から夜遅くまで活動す,._,｡

東の空が白みはじめ,=､す､彼

らは活動をはじめる｡ボン-

ジロはさかんに潜水をし､カ

′しカモは声高く鳴き禽室の中

を謙びまわる｡夜明が彼らの

活動,?ほじ.-r tlなのである｡

そしてた入念に羽の手入れす

る頃が､陽のぽ-てく,な｡

11月頃になると彼らにさかん

に水上､漣上で羽ばたきを始

める｡あたl1-高来を飛びち

～　らし､めかしているのである

3　とこ′)せま上と雷か(?運刊を

事始め､諒ま'こき､遊泳､つゝ

慈さあ､､がIT-おれるがボン-ジ

嘉､ .葦　ロは一番劣IT-rである｡

･∴∴∴∴. 歎i>..J 一一IJ.i 

毒血;∴ここ:∴÷ 

酪轡

膏i寧 剏怐�15..;'' 幣態｣三滝 ∴i〇 ･r鵠i葎i/一議一 子-∴ 咤��r����.r�

＼諦 ���"� �姻支��(���

写真上は仲Cp良いオンl　り='(妻｡雉の,i--jの巴はスバ:/, _I, )/美しい

下は型言,｣､三､,､が+,'･バ_/コィ､オシドリと共に伸6-良､′､トモエガモ
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郷　土　の　民　芸　品

スッペンジョウ､ワラグッ､ゴ

ンゾとも呼ばれ長靴の前身であ

る｡古くから全国各地の山村で

使用されている一般的な

雪具である｡積雪の多い

雪道に利用され､暖かで

軽く定まおりがよい○　し

かし融雪時には水が入る

からあまり使用されない

が､厳寒時の偵凪ま-I/･も盛である｡アルプス下7'しの寒風が吹きす

さび､比較的冬の長い北妾地方ては､農家の副業に土産として､写

真のようなかiltJ､らしいスッペンジヨウが作られている｡大きさは

高さ7cm､疋巾8､ 3×8cm｡

冬山シーズン開く
いよいよ冬山シーズンだ｡各大学山岳部､山岳個体は冬山準櫛こ最

後の追い込みである｡例年に比較して相当量の積雪､天候不順が予

想され､充実LJこ計画により､地元の遭難防止に登山者の協力が望

まれている｡やは!?今年も北アルプス冬山の堆､睨島､穂高､北鍵

屋験にいとむが早大､立大では北海道に入る計画である｡年末年始

から春にかけて北アルプスにいどむ日体は福岡山の会､同山岳会､

八幡製鉄山岳部､東京アルゴウ会､東京胸高カメラ会･経済大学山

岳部､大阪山従クラブ､関西学院､同志社犬､京大､東大､法大､

明大､慶大､早大等D各山岳部である｡大学では軒へ達成て極地法

登山､集中登↓｣yC･､′､どむ傾向｡　　　　【写真は冬の鹿島槍】
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【動物園だより1　才オアカゲラ

あ･;=りJ_)諾すさご破って干ヨ､キヨと鉦く鳴き

ながら､樹木をたゝ二.日の土を取っで良べて_,､

るこの,聞き'､体二が.I:-.･､占､応の3'_小一)でき

ており､樹木;.=享高二正/封]諸JJ')!あります｡大

町地方では1年｢両･j'.i.､もみ､,しろ十､/ ･.,, ､丁の

代表唾で､ iE直かってへると奴の潰二にており､

人をみると一寸頭を魚戸十三ロ､キヨ一･する動

作は全くこ-げ､_,JC∴三た可愛らしく亙じ"ま-:

1分帥二伸百回と虜木をたゝき､大きな穴をあ

けるため毒杯上の,三台三と三､.ています｡写~'f-は

大町市伊藤陽介さんの寄矩"こ､大笑､とく大仁"馴

れています｡

おしらせ　本紙の嬬龍を御希寝の方には実費1部10円;

で杏わけします｡但し遠方の方は郵送料の実敦をいた;

うそをます　　　　　　　　　　六一町山岳博勃諌後援会'

･　････当山:　岳　…会;･･･-･･････.･･･

-大昭和製紙山岳部ニ-

静岡県吉原市今井1 33

設立は昭和30年4lj l日｡昭和28年秋有志の者が集り社内文

化祭に山岳写真藻を開いたところ､意外な共鳴を呼びこれら

の山岳写真愛好者をつのり山高部を繕般し30年4月より正式

に交友会体育部に承認された｡あたしどもは､アルプスのふ

もとにある鬼籍が山岳事故､遭難防止のためにもある期間(
一週間位)登山技

術講習会をひちぎ

おかき山岳指,導者

を嚢成したらと思

っております○　バ

ッヂはピッケルに

ローマ字で社名を

配したもので有田

硲氏の作○

博物館後援会員募集
博物館後援会の会員を募集しています｡年額千円を納める団体なら

びに､年額三百円以上を納めろ個人を正会員といたします｡会員に

は次のような特典があります｡

1 ､博物館の諸指導行事を通知し参加の優をはから｡

2､毎月さやまと博物館ミを配布する｡

3､団体には講師､指導者派遣の求めに応じる｡

4､博物館に支障のない限り､博物館の資料(標本､図書､写真､

図版等)器具の借り出しをあっせんする｡

5､その他博物館で種名同定､研究指導など諸韻の便宜をうげろあ

っせんをする｡

6､いつでも博物館を無料で観鷺できる｡

【博物館だより】 llFJ20-247商小谷小学大山接収22日

鳥類剥塑完成標本受入､ 27日水雷類24時間観葉､ 12月l /T新館､附

属動植物園計画､ 2日カモシカ槇影(高種族谷)　9日山の歌声(

公民絹) ､協読会(事務室) ､居谷里的拙窮H.杏､ 10ヨ居谷些鳥類

24廟肯観察､ 12-15綱目奈川､東京細即宮隙泊視察

(今月の寄贈)インガメ1体　大中市=Ii.宮中林田正　L'シギ1体､

大町市野口吉沢貞治　タイナ1体､大町帯下海ノ口平林保　水シガ

ラス1休､大町市常盤須沼等々渡　オオミズうーギ下り1体､乗算漬

日付清水保寿　ヤ-i,ネ1体､ -,It叫営林掌日原久　ミー/すずイ1体､

大町営林署　ナントり1体､他日町二日_Ii･'公田政教　ヒタイナ1体

大町市六日町安藤敏行､

編集後記i_-千の/i..'IiI)だ-/kli,-Jiを-,IJ方し,なた客さんもめっき.I?減っ

て､出藍の冬こもりがはじま一二｡ A ｢宮娃もや_ど,蘭こなっ二｡

何かやらなくちや｡｣とい-て農家の_+::じさんが良三一読'怖'/ラブの

相調こ来てくれ一二｡ありが言いことだと忠ii. ▲新語の工事もあと

わずかで請了し､マンラの如くかけ建一てサ′し年も圭一ていく｡来

年こそ皆に畠しまれ二回防紺こしよi)と急う｡ ▲豊から二/十善`こ北

アの山麓はスキーヤーと冬鳥のパ:jj'､イ-,'･とな,=｡太TLi-は冬の活躍

者カモをとり上げてみ:-こ｡良いト/I年の来ることを願′､つつ｡
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